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気象変動と大漁・不漁の関係を探る！

私たちの食卓でお馴染みのマイワシや

カタクチイワシは数十年スケールで大

漁・不漁を繰り返すことが知られていま

す。1980年台に400万トン以上も漁獲さ

れていたマイワシは、現在数万トンしか

漁獲されません。

このような資源の減少は何が原因なの

でしょうか？マイワシが増えたり減った

りすることを調べる中で、興味深い発見

がありました。

それは、サバ類やカタクチイワシはマ

イワシが増えると減り、マイワシが減る

とサバ類やカタクチイワシは増えるとい

うことです（図１）。

このサバやイワシのような海の表層を

泳ぐ小型魚の中で、大漁となる魚種が年

代ごとに入れ替わる現象を“魚種交替”

と呼びます。

もう１点は、日本のマイワシが増えた

り減ったりするのと同時に、カリフォル

ニアやチリ、それに南アフリカのマイワ

シも増減するということです。

この現象が遠く離れた海域で同時に起

こることから、地球規模の気象変動が海

の水温や流れに影響を及ぼし、それに応

じてマイワシやカタクチイワシの餌とな

るプランクトンの生産が急激に変化した

ことが原因であろうと推定されています。

（図２）

図１．マイワシ、カタクチイワシ、サバ類漁獲量の経年変動

この研究に取り組んでいる生物環境研究室の
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魚種交替が水

産業に与える影

響は非常に大き

いため、その将

来予測が可能に

なれば漁業経営

の安定に貢献で

きることが期待

されます。

そこで、私た

ち水産総合研究

センターは大学

の研究者と共同

で、魚種交替の

メカニズムを解

明することによ

って生態系モデ

ル等を構築し、

それにもとづいて予測技術を開発するこ

とを目指して研究を開始しました。

このプロジェクトでは、経営や資源管

理政策等の研究も行っており、以下ウェ

ブサイトで公開していますので是非ご覧

ください。

http: //tnfri . fra. affrc. go. jp/kaiyo/POMALweb/pomal. html

「環境変動に伴う海洋生物大発生の予測・制御技術の開発」
～魚種交替の予測・利用技術の開発～
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図２．想定される魚種交替の
メカニズム

環境の長周期変動

魚種交替

植物プランクトン

プランクトンの種組成や量が変化

動物プランクトン

餌をめぐる競争関係が激化

・仔稚魚の生残量に影響

・捕食関係にも影響


